
認知症を予防しよう！ Ｎｏ．5

問 ☎75－6033

今月の
多久市地域包括支援センター
（多久市役所　福祉課内）

　多久市地域包括支援センター
（おたっしゃ本舗多久）は高齢
者のみなさんが、いつまでも
元気で安心して暮らせるよう
に、あらゆる面から応援する
総合相談機関です。

福祉課内　☎75－6033
多久市地域包括支援センター

　認知症の予防のためには、「出来事記憶」「注意分割機能」「計画力」
という 3 つの機能を鍛えると効果的といわれています。日常生活の
工夫で脳に刺激を与えましょう。
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★家計簿をつけるとき、レ
　シートを見ないで買った
　ものを思い出す。
★ 2日遅れの日記をつける｡
★前日食べた献立を思い出
　して記録する。

★料理をするとき、一度に
　数種類のメニューを作っ
　てみる。
★メモをとりながら電話を
　する。
★時間目標などを定めて
　仕事や計算をする。

★買い物に行くときに、効
　率のよい手順や道順を考
　える。
★旅行の計画を立てる。
★ 1週間の予定を立て、その
　準備をする。

日常生活での工夫 日常生活での工夫 日常生活での工夫

計画力とは、新しいことを
するときに、うまくいくよ
うに段取りや手順を考えて、
それを実行することのでき
る機能です。

けいかくりょく
「計画力」を鍛える

注意分割機能とは、 2つ以上
の作業を同時に行うとき、そ
れぞれに適切に注意を配りな
がら作業を進行することので
きる機能です。

ちゅうい ぶんかつき のう
「注意分割機能」を鍛える

出来事記憶とは、何か体験し
たことを記憶して、時間を置
いてからも必要に応じて思い
出すことのできる機能です。

で きごとき おく
「出来事記憶」を鍛える

□に当てはまる文字を入れましょう｡( 2 文字のことばを作ります）

答
え
：
①
し
②
風

脳ミソ
☆きらりん☆
タイム

～クイ
ズで脳を刺激しよう～

 

高齢者虐待防止など
高齢者のみなさんの権利を守る

仕事もしています！

＜虐待の原因＞
家族の介護疲れや人間関係の不和が原因であったり、本
人の意欲が低下し、生活がままならない状態も自分への
虐待（セルフネグレクト）とみなされることもあります。

・身体に小さなキズがよくみられる
・けんかが絶えないようだ
・いつも汚れた衣類を着ている
・元気がなく、閉じこもってばかりみたい
・高齢者となかなか会えない
・家族が介護に悩んでいるようだ　など

高齢者の人権が侵害されている（虐待を受けている）
場合もあります

「気になるな」「心配だな」
でも、こんな時、一体どこに相談すれば

いいんだろう…

○ちょっとでもおかしいと思ったら…
　早めに相談し、サービスを利用することで、虐待の
防止や解決につながる場合もあります。

○こんなことありませんか？

■日時

■場所

8 / 1 ･ 8 ･22 
9 / 5 ･12･19･26 

 

9：30 ～ 10：30（初心者)
10：45 ～ 11：45（経験者)
スポーツピア

げんきアップさー来る（もりもりコース）
(毎週木曜日)

■日時

■場所

8 / 2 ･ 9 ･23 
9 / 6 ･13･20･27
13：30 ～ 14：30（初心者)
14：45 ～ 15：45（経験者)
スポーツピア

げんきアップさー来る（きらきらコース）　
(毎週金曜日)

■日時　 8 / 3 ㈯　13：30 ～ 15：00
■場所　社会福祉会館
■テーマ　「暑い夏にはご用心！」
　　　　　～熱中症と救急救命について～
■講師　佐賀中部広域消防局　救急救命士
■参加費　無料

家族介護教室

8
・
9
月
の
主
な
行
事

ご相談は、
市役所1階福祉課内にある
多久市地域包括支援センター
（おたっしゃ本舗 多久）
（☎75－6033）まで！！

高齢者虐待の防止には、地域の
みなさんの協力が不可欠です！
「見守り・気づき・助け合い」で
虐待の起こらない地域づくりを
目指しましょう。

高齢者の
権利を守るエキスパート
社会福祉士の市丸に
おまかせください！

市報たく　2013.823


